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私
た
ち
医
師
は
、
患
者
さ
ん

が
病
院
を
受
診
さ
れ
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
症
状
で
困
ら
れ
て
い

る
の
か
を
お
聞
き
し
、
そ
の
症

状
を
基
に
、
次
の
検
査
等
に
進

み
ま
す
。
初
め
て
受
診
さ
れ
る

時
だ
け
で
な
く
、
受
診
さ
れ
る

毎
に
、
前
回
受
診
時
と
は
異
な
っ

た
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
是
非
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
泌
尿
器
科
的
疾
患
を

通
し
て
、
発
熱
や
疼
痛
等
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
を
解
説
し
ま
す
。

Ⅰ 

．
全
身
症
状
と
し
て
の
発
熱

　

腎
尿
路
臓
器
疾
患
で
発
熱
を

き
た
す
最
も
多
い
疾
患
は
急
性

尿
路
感
染
症
で
す
。
尿
路
で
の

感
染
部
位
別
に
述
べ
ま
す
と
、

急き
ゅ
う
せ
い
じ
ん
う
じ
ん
え
ん

性
腎
盂
腎
炎
、
急
性
前
立
腺

炎
や
急
性
精
巣
上
体
炎
（
男
性

の
み
で
す
）
が
主
な
も
の
で
す

が
、
腎じ

ん
の
う
よ
う

膿
瘍
（
腎
実
質
内
に
高
度

な
炎
症
を
伴
っ
た
感
染
巣
が
形
成

さ
れ
る
）
や
腎
周
囲
炎
等
の
よ
う

に
腎
周
囲
に
波
及
す
る
よ
う
な
感

染
症
に
よ
る
も
の
も
認
め
ら
れ
ま

す
。
膀
胱
炎
や
尿
道
炎
等
の
下
部

尿
路
の
急
性
感
染
症
で
は
、
高
度

な
排
尿
時
痛
や
頻
尿
を
認
め
ま
す

が
、
発
熱
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

急
性
腎
盂
腎
炎
で
は
、
午
後
に
な

る
と
高
熱
を
認
め
る
こ
と
が
多
く

（
間か

ん
け
つ
ね
つ

歇
熱
）、
脊
柱
に
沿
っ
て
背
部

を
叩
く
と
、
感
染
が
生
じ
て
い
る

腎
臓
側
に
痛
み
を
訴
え
ま
す
。
急

性
前
立
腺
炎
や
精
巣
上
体
炎
で
は

稽け
い
り
ゅ
う
ね
つ

留
熱（
１
日
中
発
熱
を
認
め
る
）

を
認
め
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
排

尿
時
痛
、
残
尿
感
や
頻
尿
を
伴
う

の
が
通
常
で
す
。
通
常
は
抗
菌
剤

内
服
に
よ
り
軽
快
し
ま
す
。　

　

小
児
に
お
い
て
、
午
前
中
は
平

熱
で
す
が
、
午
後
に
な
る
と
高
熱

を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
膀
胱
に
ま

で
流
れ
て
き
た
尿
が
腎
臓
に
逆
流

す
る
膀
胱
尿
管
逆
流
症
が
疑
わ
れ

美
祢
市
立
病
院

病
院
長内

藤　

克
輔

ま
す
。
放
置
し
ま
す
と
、
繰
り
返

し
腎
盂
腎
炎
が
発
症
す
る
た
め
、

腎
機
能
低
下
、
さ
ら
に
は
血
液
透

析
導
入
に
繋
が
り
ま
す
。
腎
盂
腎

炎
と
思
わ
れ
る
高
熱
を
繰
り
返
す

場
合
に
は
（
膀
胱
炎
で
は
発
熱
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。）、
早
期
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
膀
胱
尿
管
逆
流

防
止
術
の
適
応
に
な
る
場
合
が
多

く
、
尿
の
腎
臓
へ
の
逆
流
を
防
止

す
る
こ
と
に
よ
り
腎
機
能
保
持
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

40
歳
以
降
の
方
で
、
排
尿
時
痛

や
頻
尿
（
排
尿
回
数
が
多
い
）
等

の
下
部
尿
路
刺
激
症
状
が
認
め
ら

れ
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
全
身
倦

怠
感
や
37
℃
台
の
微
熱
を
認
め
る

時
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
耗
性
の

疾
患
、
特
に
腎
臓
が
ん
が
疑
わ
れ

ま
す
。
こ
の
倦
怠
感
は
、
腎
臓
が

ん
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
と

共
に
、
が
ん
細
胞
が
発
熱
物
質
を

産
生
す
る
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

超
音
波
断
層
法
等
で
、
腎
臓
の
腫

瘤
の
有
無
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
腎
臓
が
ん
で

は
、
間
欠
性
お
よ
び
無
症
候
性
の

血
尿
（
膀
胱
が
ん
も
含
め
て
、
尿

路
の
悪
性
腫
瘍
で
は
、
排
尿
毎

に
血
尿
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、

時
々
肉
眼
的
血
尿
を
認
め
、
排
尿

時
痛
な
ど
の
尿
路
症
状
が
全
く
認

め
ら
れ
な
い
）
で
あ
り
、
長
ら
く

放
置
さ
れ
、
頻
繁
に
肉
眼
的
血
尿

を
認
め
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
と
、

腎
臓
や
膀
胱
の
進
行
が
ん
で
あ
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

Ⅱ
．
体
重
減
少
お
よ
び
全
身
倦
怠
感

問
合
せ
先　

美
祢
市
立
病
院

　
　
（
☎
０
８
３
７
52
１
７
０
０
）

　

全
身
倦
怠
感
や
微
熱
は
慢
性
腎

不
全
（
血
液
透
析
が
必
要
と
な
る

よ
う
な
高
度
な
腎
不
全
）
や
慢
性

腎
盂
腎
炎
、
尿
路
の
進
行
性
悪
性

腫
瘍
に
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
他

の
臓
器
の
進
行
が
ん
と
同
様
に
、

腎
細
胞
が
ん
で
は
、
全
く
血
尿
を

認
め
な
い
場
合
も
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。
呼
吸
器
や
消
化
器
臓

器
等
に
発
熱
の
原
因
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
腎
臓
の
腫
瘍

性
病
変
も
疑
い
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

Ⅲ
．
疼と

う
つ
う痛

（
ⅰ
）
疼
痛
は
、
泌
尿
器
科
疾
患

に
お
い
て
は
、
尿
所
見
や
排
尿
関

連
諸
症
状
と
同
じ
ほ
ど
重
要
な
症

状
で
す
。
疼
痛
に
は
、
疾
患
を
持

つ
臓
器
ま
た
は
そ
の
近
傍
に
認
め

ら
れ
る
局
所
痛
と
、
当
該
臓
器
よ

り
離
れ
た
部
位
に
感
じ
ら
れ
る
関

連
痛
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
関

連
痛
の
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
疝せ

ん
つ
う痛

と
は
、
中
空
臓
器
の
急

激
な
閉
塞
に
よ
る
激
痛
を
言
い
ま

す
が
、
尿
路
結
石
に
よ
る
疼
痛
は

各
種
の
疼
痛
の
中
で
も
最
も
激
し

く
疝
痛
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小

児
の
精
巣
痛
は
精
索
捻
転
症
も
疑

わ
れ
、
発
熱
を
認
め
な
く
て
も
、

早
急
な
診
断
、治
療
が
重
要
で
す
。

精
索
捻
転
症
は
、
２
〜
３
歳
の
男

児
に
お
い
て
発
生
し
、
高
度
な
下

腹
部
痛
を
訴
え
、
多
く
の
場
合
に

は
自
家
中
毒
と
診
断
さ
れ
、
精
巣

が
壊
死
に
陥
っ
て
か
ら
精
索
捻
転

症
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
下
腹
部
の
診
察
と
同
時

に
、
陰
嚢
内
容
の
触
診
を
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。

（
ⅱ
）
前
述
し
た
腎
疝
痛
と
は
、

尿
路
結
石
や
凝
血
塊
な
ど
で
尿
管

が
急
激
に
閉
塞
さ
れ
、
①
腎
盂
内

圧
の
急
激
な
上
昇
に
よ
る
腎
容
積

の
増
大
を
来
た
し
、
腎
線
維
被
膜

が
高
度
に
伸
展
し
、
②
尿
管
内
の

異
物
を
押
し
出
そ
う
と
す
る
尿
管

蠕ぜ
ん
ど
う動

運
動
の
亢こ

う
し
ん進

に
よ
る
尿
管
平

滑
筋
の
痙け

い
れ
ん攣

を
き
た
す
、
以
上
の

よ
う
な
２
つ
の
機
転
が
重
な
り

合
っ
て
、
患
側
腹
部
に
高
度
な
痛

み
を
来
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
腎
疝
痛
は
尿
管
に
沿
っ

て
膀
胱
に
向
け
て
放
散
す
る
特
徴

を
有
し
ま
す
。
胆
石
症
で
も
右
側

腹
部
痛
の
疼
痛
を
認
め
ま
す
が
、

こ
の
痛
み
は
右
肩
方
向
に
放
散
し

ま
す
。

（
ⅲ
）
前
立
腺
肥
大
症
を
有
す
る

男
性
が
飲
酒
後
に
高
度
な
尿
意
と

共
に
下
腹
部
痛
を
認
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
飲
酒
に
伴
う
急
激

な
尿
量
増
加
に
よ
り
膀
胱
壁
が
急

激
に
過
伸
展
し
、
排
尿
筋
が
痙
攣

す
る
た
め
に
生
じ
る
場
合
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
痛
み
を

膀
胱
疝
痛
と
い
い
ま
す
。
疼
痛

解
除
に
は
導
尿
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
で
導
尿
す

れ
ば
軽
快
し
ま
す
が
、
急
激
に
排

尿
す
る
と
血
圧
低
下
を
認
め
る
こ

と
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
導
尿
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

泌
尿
器
科
受
診
を
決
意
し
た
症
状

　
　
　

〜
特
に
発
熱
、
体
重
減
少
お
よ
び
疼
痛
に
つ
い
て
〜
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美
祢
市
健
康
づ
く
り
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
！

　

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時

　

10
月
19
日
月　

13
時
〜
16
時

場　

所　

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容

14
時
〜
15
時
30
分

講
演　
『
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
聞

く
。
野
菜
の
魅
力
！
』

講
師　

ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー

ツ
マ
イ
ス
タ
ー　

柳
井　

さ

つ
き
先
生

13
時
〜
16
時

健
康
体
験
コ
ー
ナ
ー

血
圧
・
体
脂
肪
測
定

骨
密
度
検
査

血
管
老
化
度
チ
ェ
ッ
ク

足
指
力

食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー

申
込
・
問
合
せ
先　

美
祢
市
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
３
７
53

０
３
０
４
）

食
育
講
演
会
『
母
と
子

の
つ
ど
い
〜
は
や
ね　

は
や
お
き　

朝
ご
は
ん

〜
』
を
開
催
し
ま
す

美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

　

忙
し
い
朝
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
と
り
た
い
も
の
。
毎
日

の
食
事
の
ヒ
ン
ト
を
教
わ
り
ま

し
ょ
う
。

日　

時　

10
月
28
日
水
９
時
50
分

〜
12
時
30
分
（
受
付
９
時
30
分

か
ら
）

場　

所　

秋
吉
公
民
館

対　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内　

容
講
話
「
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
大

切
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
“
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
”
〜
生
活
リ
ズ
ム
・
食

生
活
・
体
を
動
か
す
〜
」

講
師　

宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大

学
短
期
大
学
部 

溝
田 

美
苗 

先
生

美
祢
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ

る
お
楽
し
み
タ
イ
ム

パ
パ
ッ
と
作
れ
る
朝
ご
は
ん
レ

シ
ピ
の
試
食

参
加
料　

１
組
２
０
０
円

持
参
物　

お
茶
、
お
手
ふ
き
、
く

つ
袋

申
込
方
法　

先
着
50
名
で
、
10
月

13
日
火
〜
10
月
20
日
火
ま
で
の

間
に
美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
７
53
０
３
０
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主　

催　

美
祢
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会

共　

催　

美
祢
市
母
子
保
健
推
進

協
議
会

　

毎
月
、
美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
都
合

の
良
い
場
所
へ
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

10
月
16
日
金

９
時
〜　

美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
美
東
事
務
所

10
時
30
分
〜　

美
祢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
秋
芳
事

務
所

14
時
〜　

美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
美
祢
事
務
局

問
合
せ
先　

美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
美
祢
事
務
局
（
☎

０
８
３
７
53
０
５
４
１
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日

本
政
策
金
融
公
庫　

国

民
生
活
事
業
）
の
ご
案

内
　

高
校
、
大
学
等
に
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た

り
３
０
０
万
円
以
内

利　

率　

年
２
・５
％

返
済
期
間　

15
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方

に
つ
い
て
は
、
18
年
以
内
）

用　

途　

入
学
金
、
授
業
料
、
住

宅
の
敷
金
・
家
賃
等

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

能
）

保　

証　

財
団
法
人　

教
育
資
金

融
資
保
証
基
金

問
合
せ
先　
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０ｰ

０
０
８
６
５
６
）

※
市
内
通
話
料
金
程
度
で
通
話
が

可
能
な
番
号
で
す
。

働
く
人
の
ハ
ー
ト
ピ
ア

共
済
（
中
小
企
業
勤
労

者
共
済
制
度
）

加
入
で
き
る
人　

県
内
に
住
所
又

は
勤
務
先
が
あ
る
中
小
企
業
の

勤
労
者
で
、
契
約
発
効
日
の
前

日
ま
で
健
康
な
人

制
度
の
内
容　

死
亡
・
障
害
・
入

院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事

態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障

し
、
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
に
も
給
付
し

ま
す
。

１
か
月
の
掛
け
金　

１
人
分
は
、

１
型
４
５
０
円
・
２
型
９
０
０

円
・
３
型
１
，
５
０
０
円
・
４

型
２
，
０
０
０
円
・
高
齢
者
型

４
５
０
円
で
す
。
１
〜
４
型
に

10
月
は
「
里
親
を
求
め

る
運
動
月
間
」
で
す
。

　

里
親
制
度
は
保
護
者
の
下
で
育

つ
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
児
童
に

対
し
家
庭
的
な
環
境
を
確
保
し
、

温
か
い
愛
情
の
も
と
、
子
ど
も
達

を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
要

保
護
児
童
対
策
の
重
要
な
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
急
増
し
て
い
る
児
童
虐
待

や
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
意
識

の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど
も
や
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
適
切
な
養
育
の
で
き
る
里
親

の
普
及
、
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。短
期
里
親
、す
こ
や
か
ホ
ー

ム
事
業
の
委
託
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
詳
し
く
は
次
の
連
絡
先
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
福
祉

課
児
童
福
祉
係
（
☎
０
８
３
７

52
５
２
２
８
）

加
入
し
て
い
る
人
、
配
偶
者
及

び
お
子
さ
ま
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

型
５
０
０
円
も
あ
り
ま
す
。

　

事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
け
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
に

は
、
損
金
又
は
必
要
経
費
と
し
て

算
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

美
祢
市
勤
労
福
祉

共
済
会
（
美
祢
市
商
工
労
働

課
・
☎
０
８
３
７

－

５
２

－

５
２
２
４
）
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麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
は
も
う
済
み
ま
し

た
か
？

　

対
象
者
で
ま
だ
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
医
療
機
関
で
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
第
２
期
・
第
３
期
・
第
４
期
は

３
月
31
日
ま
で
に
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

○
第
１
期　

生
後
12
ケ
月
か
ら

24
ケ
月
ま
で
の
１
歳
児

○
第
２
期　

小
学
校
就
学
前
１

年
間
の
５
歳
児
・
６
歳
児

○
第
３
期　

中
学
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
人

○
第
４
期　

高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人

接
種
回
数　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
１
回
、
も
し
く
は

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
１
回
接
種

接
種
場
所　

県
内
医
療
機
関
（
医

療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
く
だ

さ
い
）

問
合
せ
先　

美
祢
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
８
３
７
53

０
３
０
４
）

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
開
始
し

ま
す

対
象
者

○
満
65
歳
以
上
の
市
民
（
本
人
の

接
種
希
望
の
意
思
が
確
認
で
き

る
人
の
み
）

◯
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

10
月
は
「
循
環
型
社
会

形
成
推
進
月
間
」

　

県
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成

に
つ
い
て
、
県
民
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
か

つ
積
極
的
に
活
動
を
行
う
た
め

に
、
10
月
を
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

〜
「
家
庭
内
の
人
権
問
題
」
で
お

悩
み
の
方
へ
〜

　

あ
な
た
や
家
族
の
人
権
は
、
家

庭
の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　

男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
い
う
意

識
に
基
づ
く
行
為
や
発
言
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
か
。
離
婚
の
強
要
や

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委

員
が
無
料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御

利
用
く
だ
さ
い
。

場　

所　

山
口
地
方
法
務
局
（
人

権
相
談
所
）

第
24
回「
福
祉
の
市
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

供
出
品
の
お
願
い

　

10
月
18
日
日
、
市
役
所
駐
車
場

に
お
い
て
、「
福
祉
の
市
」
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
の
供
出
品
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
新
品

の
遊
休
品　(

電
化
製
品
や
衣
類
。

未
使
用
品
に
限
る
。）
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
供
出
品

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
で
販
売

し
、
売
上
金
は
今
後
の
福
祉
増
進

の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
と

し
て
活
用
し
ま
す
。
な
お
、
昨
年

は
、
バ
ザ
ー
売
上
金
と
出
店
団
体

か
ら
の
寄
附
金
４
１
１
，８
４
１

円
を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

受
付
期
間　

10
月
８
日
木
ま
で

受
付
場
所　

各
地
区
公
民
館
、
美

東
・
秋
芳
各
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
美
祢
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

問
合
せ
先　

美
祢
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
〒
７
５
９

－

２
２
１
２

美
祢
市
大
嶺
町
前
川
通
り
・
☎

０
８
３
７
52
５
２
２
２
）

よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す

る
人
（
身
体
障
害
者
福
祉
手
帳

１
級
相
当
）

自
己
負
担
金　

１
，２
６
０
円（
生

活
保
護
世
帯
者
は
免
除
）

接
種
回
数　

１
回

実
施
期
間　

10
月
15
日
木
〜
平
成

22
年
２
月
27
日
土

実
施
医
療
機
関　

市
内
、
市
外
の

各
医
療
機
関

※
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

へ
接
種
希
望
日
の
３
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い

※
実
施
時
間
は
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、直
接
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
接
種
の
際
に
は
、
健
康
手
帳

と
健
康
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

　

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
３
７
53
０
３
０
４
）

◯
３
Ｒ
の
推
進

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
物
を
大
切
に

使
お
う
・
ご
み
を
減
ら
そ
う
。

（
リ
ユ
ー
ス
）
繰
り
返
し
使
お

う
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
再
び
資
源
と

し
て
利
用
し
ょ
う
。　

◯
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

家
庭
で
生
ご
み
の
堆
肥
化
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◯
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
等
に
よ
る
容

器
包
装
廃
棄
物
の
削
減

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
辞
退
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

山
口
県
廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
対
策
課
（
☎
０
８
３

ｰ

９
３
３ｰ

２
９
９
２
）
市
生

活
環
境
課
（
☎
０
８
３
７
53

１
０
９
０
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
※
平
日
の
み
）

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
２
９
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

山
口
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
（
〒
７
５
３

－

８
５
７
７
山
口
市
中
河
原
町
６

－ 

16
・
☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
２
９
５
）

「
生
涯
現
役
社
会
づ
く

り
フ
ェ
ア
」
の
開
催
の

お
知
ら
せ

  

全
て
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
、
高

齢
期
を
迎
え
て
も
健
や
か
で
自
立

し
た
生
活
を
送
り
、
仕
事
や
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍

で
き
る「
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時

　

10
月
18
日
日　

10
時
〜
15
時

場　

所　

美
祢
市
民
会
館

内　

容　

や
ま
ぐ
ち
生
涯
現
役
社

会
づ
く
り
章
の
表
彰
、
活
動
事

例
紹
介
、
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ス

テ
ー
ジ
な
ど

参
加
料　

無
料

そ
の
他　
「
第
24
回
美
祢
市
福
祉

の
市
」
と
同
時
開
催
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先　
（
社
）山
口
県
社
会
福

祉
協
議
会
（
山
口
県
生
涯
現
役

推
進
セ
ン
タ
ー
）（
☎
０
８
３

－

９
２
８

－

２
３
８
５
）
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法
的
な
困
り
ご
と
は
法

テ
ラ
ス
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
！

◆
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も

適
切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。

　

収
入
の
少
な
い
人
に
は
、
契
約

弁
護
士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の

無
料
法
律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
７
８
３
７
４

（
平
日
９
時
〜
21
時
、
土
曜
９

時
〜
17
時　

※
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

※
「
０
５
７
０
」
は
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
と
言
っ
て
、
市
内
通
話
料
金

程
度
で
の
通
話
が
可
能
な
番
号

で
す
。

◆
山
口
県
の
法
テ
ラ
ス
で
は
無
料

法
律
相
談
を
下
記
の
通
り
行
っ

て
い
ま
す
。（
要
予
約
で
収
入

の
少
な
い
人
が
対
象
で
す
。）

①
毎
週
月
曜
日　

13
時
30
分
〜
16

時
30
分
ま
で

②
毎
週
金
曜
日　

10
時
〜
12
時
ま

で
予
約
用
電
話
番
号

☎
０
５
０

－

３
３
８
３

－
５
４
９
０

（
月
〜
金
曜
日
の
９
〜
17
時
※

祝
日
を
除
く
）

10
月
か
ら
市
県
民
税
の

年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
制
度
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

第
５
回
「
美
秋
木
材
ま

つ
り
」
の
開
催
に
つ
い

て個
別
労
働
関
係
紛
争

あ
っ
せ
ん
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
？

中
高
生
と
乳
幼
児
の

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

２
０
０
９

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
納
税
方
法

は
変
わ
り
ま
す
が
市
県
民
税
の
年

税
額
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
対
象

者
に
は
、
６
月
に
郵
送
し
ま
し
た

市
民
税
・
県
民
税
納
税
決
定
通
知

書
の
「
年
金
特
別
徴
収
月
割
徴
収

額
」
に
引
き
落
と
さ
れ
る
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
内
容
に
つ
い
て
は
５
月
15

日
号
の
市
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
３
７
52
５
２
３
４
）

　

地
元
で
育
っ
た
木
材
の
良
さ
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
木

工
体
験
や
柱
材
の
展
示
、
美
秋
木

材
端
材
の
無
料
配
布
等
を
行
い
ま

す
。

日　

時

　

10
月
10
日
土
10
時
〜
14
時
30
分

場　

所　

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
・

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢
（
美
祢
市
大

嶺
町
東
分
）

主　

催

　

美
秋
木
材
ま
つ
り
実
行
委
員
会

内　

容　

木
工
・
竹
細
工
教
室
、

も
ち
ま
き
な
ど
。
先
着
１
０
０

名
に
は
、
山
の
幸
い
っ
ぱ
い
の

「
あ
さ
ぎ
り
汁
」
を
無
料
配
布

問
合
せ
先　

美
祢
農
林
事
務
所

森
林
部
（
☎
０
８
３
７
52

１
０
７
１
）

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
労

働
委
員
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す
！

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間

で
、
労
働
条
件
や
解
雇
な
ど
を

め
ぐ
り
、
話
し
合
い
が
ま
と
ま

ら
ず
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
無

料
で
、
労
働
委
員
会
が
間
に
入

り
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

山
口
県
庁
７
階
の
労
働
委
員
会
に

て
無
料
労
働
相
談
会
を
開
催
！

　

10
月
22
日
木
10
時
〜
15
時

・
労
働
者
や
そ
の
家
族
ま
た
は
事

業
主
の
人
な
ど
、
ど
な
た
か
ら

　
『
小
さ
な
命
』
と
ふ
れ
あ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

講
座
（
全
６
回
）　

10
月
22
日
木
・

29
日
木　

11
月
７
日
土
・
８
日

日
・
11
日
水
・
25
日
水

実
践
（
全
１
回
）　

11
月
29
日
土

参
加
対
象　

宇
部
・
山
陽
小
野
田
・

美
祢
地
区
の
中
学
生
・
高
校
生
、

合
わ
せ
て
30
人

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

10
月
20
日
火
（
※
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
ど
も
劇
場
山
口
県
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
６
32
４
２
８
７
・

FAX
０
８
３
６
32
４
２
８
８
・

〒
７
５
５

－

０
０
１
８
宇
部
市

錦
町
２

－

５
）

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽

の
日
」

　

合
併
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
雑
排

水
を
併
せ
て
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
浄

化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、
次

の
こ
と
を
実
施
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
業
者
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
、
定
期
的
に
保
守
点
検
と
清

掃
を
し
、
そ
の
記
録
を
３
年
間
保

存
す
る
こ
と
。

　

維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
。(

検
査
機

関
で
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う)

検
査
機
関　

山
口
県
浄
化
槽

協
会
美
祢
検
査
支
部
（
☎

０
８
３
７
52
５
６
７
５
）

問
合
せ
先

　

宇
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生

活
環
境
課
（
☎
０
８
３
６
㉛

３
２
０
０
）

　

市
生
活
環
境
課
（
☎
０
８
３
７

53
１
０
９
０
） 

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

・
面
接
に
よ
る
相
談
も
、
電
話
に

よ
る
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

（
要
予
約
）。

・
労
働
問
題
に
詳
し
い
労
働
委
員

会
の
委
員
が
、
①
公
益
側
（
弁

護
士
な
ど
）、②
労
働
者
側
（
労

働
組
合
役
員
な
ど
）、
③
使
用

者
側
（
会
社
経
営
者
な
ど
）
の

三
者
構
成
で
、
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
先　

県
労
働
委
員

会
事
務
局
（
☎
０
８
３

－

９
３

　

３

－

４
４
４
４
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.pref.yam

ag

　

uchi.lg.jp/cm
s/a34000/

index/

）
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